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2002年国際山岳年記念事業一

HAJ創立35周年記念ネパールヒマラヤ・ トレッキング

35年前、あの素晴らしい「神々の座」を一人でも多くの人に見せて上げたい、観て貰いたい、 との想い

でHAJが創立されました。35年の星霜を重ねる中で、HAJに関わった仲間たちも3000名近くとなりま

した。時代が変わり、人が替われども荘厳な「神々の座」は太古のままです｡35周年の節目を迎え、HA

Jのカメラードと今一度あのヒマラヤへ還り、新たな活力を享受してみませんか。

70年代には考えられなかった“ジョムソン・マウンテン・ リゾート ”に滞在して、ダウラ、アンナプル

ナ、ニルギリ、ダモダール・ヒマラヤなどの山々を存分に堪能してみませんか1HAJからネパールに精

通している野沢井歩専務理事が同行します。奮ってご参加下さい。

再諏雲蜀

Zi"|<蓋議クチ式毒涯：ざド〃璽柔

期日： 2002年10月13H(B)～23日(水) (11日間）

料金:368,000

定員： 30人

〆切：定員になり次第

資料請求:HAJ事務局

[P7にHAJ倉ﾘ立35周年記念行事資金協力のお願いがあります］

’ カンチェンジュンガ北稜上の第3キャンプ(7500m)からは、目の高さに

ツインズ主峰（西ll4)を望むことができる。

（文と写真：田辺治）
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ヒマラヤ登山､日本隊50 の記 1年 録( ）
山森欣一

1999年春、山と渓谷編集部の大畑記者から「全くヒマラヤ登山を知らない人が、これからヒマラヤ登山

を目指す時、参考に読まなければならない本を3冊挙げて下さい」と依頼された。

ご承知のとおりヒマラヤ登山関係には蝦しい数の報告書があり、その中の一部は単行本として書店に並

んでいる。

エヴェレスト、K2などヒマラヤのそれぞれの山の登山史を纒めたものとしては、深田久弥の名著「ヒ

マラヤの高峰」があり、登山史だけではなく執筆した当時の出来ごとなども書かれており大変面白い。ま

た、日本の登山史を纒めた労作に山崎安治「新稿日本登山史」と安川茂雄「近代日本登山史」があり、

両著共その中でヒマラヤ登山について触れているが、重点は戦前の各動向とマナスル登山に置かれている

し、いずれにしても取り上げられているのは、安川68年、山崎は84年までである。

しかし、我が国のヒマラヤ登山を纏めた書物が見当たらない。

何ごとも「歴史に学ぶ」ことが大切である。日本のヒマラヤ登山を理解する第一歩は、先ず日本の先人

が歩んできたヒマラヤ登山の全体像を把握することから始めるべきであるのにその「通史」が無いのであ

る。 （因にこの時は、①ヒマラヤへの挑戦「今西錦司編｣、②精鋭たちの挽歌「長尾三郎著」③五十歳から

のヒマラヤ「石川富康著」の3冊を推薦した。）

前書きが長くなったが、日本隊が戦後1952年にマナスルに偵察隊を派遣してから21世紀初めの年である

2001年で50年の歴史を刻んだことになる。この機会に日本の「ヒマラヤ登山50年」の「通史」を纒めてお

くことも益あることと思う。勿論完壁なものを纏めるには力不足であることは自認している。私なりの認

識を元に通史の骨子を目指して纒めてみたい。勿論鋏と糊の作業であることをお断りしておく。それでも

よく切れる鋏とよく付く糊は持っているし、貼る場所も心得ているつもりだが、なにぶんにも切り取るべ

き資料が不足している。渚兄の周りにそれぞれの登山隊にまつわるエピソードがあれば参考にしたく是非

ご協力のほどお願いしたい。

「Voyageduneparisiennedans lHimalaya

[I ]日本における戦前のヒマラヤ登山の周辺 occidental」を翻訳して、 「ヒマラヤ山探険」と

今から100年ほど前は、日清、日露戦争を経て、 して春陽堂から出版したのが1900年のことであっ

やがてくる激動と繁栄の20世紀を直前にして日本 た。 これが日本における初めてのヒマラヤに関す

全体は活気に満ちていたに違いない。 る本であった。 （山416織内信彦／高峰3-105）

①1899年（明治32年）河口慧海(31)は、ネパール。 ③1914年（大正3年）夏、慶応義塾大学の槙有恒

ヒマラヤの山々を見た。そして、同じ頃、四川と （20）は、同級の内田節二と上高地に入り清水屋

西蔵を分ける巴塘のほとりに立ち で小島烏水(41)に会った。 このことが切っ掛けで

「のぞめと､も深山の奥の金沙江 槙は、慶応に山岳部を設立させようと誓い、翌年、

つばさなければわたりえもせず」 慶応義塾山岳会が誕生した。

と悲嘆にくれて詠んだ能海寛(31)は、果たしてミ ④その設立について槙らの相談相手になった鹿子

ニヤ・コンカの雄姿を見たのであろうか。 木員信(34)は、 1918年慶応義塾哲学科教授を辞任

②また、早稲田大学教授の長田秋濤が、フランス し、カンチェンジュンガ山群に分け入り、 4,810

のUjfalvy-Boudon女史のゾージ・ラ越えやアス mの黒カブァに登頂し、その体験談を帰国後の19

コーレ行きを綴った紀行 20年に「ヒマラヤ行」として出版した。

－1－
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⑤1921年秋、槙有恒がアイガー東山稜を初登筆し

た。槙は、次いで1925年、カナダのアルバーター

(3,619m)に遠征し、初登頂に成功する。鹿子木

のカンチェンジュンガ行や槙のアルバーター行に

影響を与え支援したのは、山好きで知られた熊本

の殿様、細川護立であった。

⑥1927年2月、インドでヒマラヤン・クラブが設

立された。当時、インドに勤務していた慶応義塾

OBの三田幸夫(27)は、各国のヒマラヤ登山の情

勢を日本に伝え、日本での準備を強く促した。

⑦1924年11月、舟田三郎(25)は早稲田大学山岳部

部報「リュックサック」第3号の巻頭に「アルピ

ニズム」と題する論文を書いた。これが日本で使

われた「アルピニズム」の初めである。 （新槁）

アルピニズムの勃興は、やがてヒマラヤへ登山へ

の奔流に繋がっていく。大学山岳部やOBによる

スキー登山、岩登り、厳冬期の岩や稜の登筆と続

いたアルピニズムの実践はやがてヒマラヤへの渇

望となっていく。

⑧1921年秋のアイガー東山稜の登鑿に成功した槙

は帰朝した後、 1924年暮れ頃、霞ケ浦の海軍航空

隊に山本五十六を訪ね、 ヒマラヤ登山の参考にす

るため、高々度用の酸素マスクを見せてもらった。

(阿川・新版）海軍の航空は未だ草創期にあった

が、日本全体の水準から見ればかなり高度の技術

を持っていた。山本は海軍の航空推進派の重鎮で

あり、 このときは霞ケ浦で副長兼教頭であった。

⑨1927年と28年にカイラス、ナンガ・パルバット

を訪れた長谷川伝次郎は、 1930年（昭和5) 11月、

日本山岳会小集会（90名）で「ヒマラヤの旅」の

講演を行った。 この講演を聞いた立教大学の堀田

弥-(21)は、 3日間長谷川家に通い旅の模様を

詳細に聞き「我々の冬山の経験で六千メートル以

上の未踏の山を登頂できないことはない、と直感

した｣。

加藤泰安（19） もまたこの講演を聞いた夜、興

奮のあまり眠れなかった。

⑩1929年、 ドイツ隊がカンチェンジュンガに挑戦

し、 1931年にパウル・バウアーによって書かれた

報告書「ImKampfumdenHimalaya』が、出

版された。 この本を読んだ京都大学の今西錦司

(29)らは、 ヒマラヤを目指す同志の結集を計る必

▼［ヒマラヤ山探検］カシュミールの土民

L〆

要性を感じ、この年の5月24日、 ヒマラヤ登山の

団体としてのAACK創立発会式が行われた。そ

して、富士山で極地法登山計||練を行った。だが、

AACKのカブルー、K2計画は結局日の目を見

ることはなかった。

⑪こうした中、 1936年秋、遂に日本から本格的な

ヒマラヤ登山が立教大学隊によって実現した。隊

長は、堀田弥一（27)。隊員は、山県一雄、湯浅

巌、浜野正男と大阪毎日新聞から竹節作太が派遣

▲［ヒマラヤ行］ダージリンのバザー

の
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された。山はインド、ガルワール・ヒマラヤのナ

ンダ・コット (6,867m)｡ 10月5日、アンツェリ

ンと日本側5名全員が初登頂に成功した。

この成功に対してイギリスの著名なヒマラヤニ

ストであるロングスタッフ（62）は、浦松佐美太

郎（36）に宛てた書簡の中で

「日本の登山家達が、 ヒマラヤに登山するに當り、

山の高さなどといふことを度外視した態度を示し

たことは、此の上もなく立派な見識を示したこと

であり、非常に嬉しいことである。 ヒマラヤには、

山として立派な山が数多くある。登山の對象とし

て選ばれるべき、優れた山の数も多い。それ等を

顧みもせずに、ただ高さの高い山だけを目掛けて、

我も我もとヒマラヤへ出掛ける此頃の風潮は、苦々

しくも思はれる。八千メートルの山々へ、大愛な

数の人夫の群れを引きつれて、まるで戦争の様に

押しかけてゆく様子は、馬鹿げた登山といふ他あ

るまい｡』

と、立教隊を絶賛した。

⑫戦前の日本のヒマラヤ登山計画で実現したのは、

結局立教大学隊だけであったが、他大学、団体が

手をこまねいていた訳ではない。 ヒマラヤ登山に

辿り着くまでのアルピニズムの実践や変遷、各組

織の動向については、安川茂雄著「近代日本登山

史」 （あかね書房）と山崎安治著「新槁・日本登

山史」に詳しい。

てゐるのである。 ヒマラヤの大は、最も善く、之

れを他と較べると分かる。日本本國最高の富士は

一二四○○呪ヨーロッパ最高のモン・プランは一

五七八○呪であって、僕が今度のヒマラヤ行中、

僅五時間を費やしてゾリグリの石小屋から、その

頂上迄往復した黒カブァに比べて、未だ五十呪ば

かり低いのである。韓じて北米最高のマッキンレー

は二○四六四沢、南米最高のアコンカグァにして

尚ほ、漸く二三三九三呪を數ふるに止まってゐる

若し夫れ、カウカサスのエルブルッゾ（一八五一

七呪)、中央アフリカのカリマンジャロ （一九七

一五呪）等に至っては、 ヒマラヤに於いては少し

有名なラ （峠）の高さに過ぎぬ。 ヒマラヤは實に

氷雪の國であると共に、偉大と崇高の無蓋藏であ

る。

此のヒマラヤ大連山は、之れを登山家の見地か

ら見て、五つの中心に統ぶめことが出来ると思ふ･

即ち西より數へて先づ、世界第二の高峯ダプサン

(K2若しくは測量者の名を取りてゴッドヰンア

ウスチン、二八二五○呪）及び世界最高の側面を

露出し、従って世界の山岳中、最高の偉観を示す

と構せらる出インダス左岸のナンガ・パルバット

(二六六二○呪）等を含むカシュミァ、カラコラ

ムの群山、次にガルワル、 クマウンのナンダ・デ

ビ、グルラ・マンダッタの一群、第三に更に東し

てネパルに入りてドウラギリ （二六七九五呪)、

而して第四に世界最高のチョモカンカァ （若しく

は、測量當時の印度陸地測量部長の名を取りてエ

エヱレスト、二九○○二呪）の群山、而して最後

に、此のチョモランマカァを東に隔ること僅かに

六十三哩、北に西藏、西にネパルに境し、シッキ

ム國の西北隅に割接する世界高峯の第三峯カンチェ

ンジャンガニ八一四六呪の巨雄がある。

僕の第一のヒマラヤ行は、實に此のカンチェン

ジャンガに向かって企てられたのである。僕の第

一ヒマラヤ行は、即ちカンチェンジャンガ行に外

ならない。

以下に鹿子木が書き出版した「ヒマラヤ行」の一

節を掲げた。当時のヒマラヤの知識の程度や表記

なと､の一端を知ることができるだろう。

鹿子木員信［ヒマラヤ行］の一節

ヒマラヤー『雪の里｣、漢讓佛典の所謂『雪山」

は、概ね東経七三度、北緯三三度のパミール高原

の邊に起り、始め東南に、中頃東に而して終に東

北に走ること、約二千哩、ブルマ貫流の大河イラ

ワヂ源頭の邊に蓋き、以て印度の半大陸をその北

方に限り、その天然の障壁を形成する大山脈であ

る。而して此のヒマラヤの大連山は、濁りそのう

ちに、世界最高のチョモカンガァ二九○○二呪の

高峰を有するのみならず、二四○○○呪以上の世

界の高峯七十五峯は、悉く此のヒマラヤに集まつ

q－
U



高齢者登頂リスト(7,000m以上の峰･50歳以上）
(2001年12月31日現在）

2002年3月28日山森欣一調べ

歳日
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登頂年月日

2000,

2000,5,12

1999,10, 1

2000,5,12

2000,5,19

1996,9,10

2001,8,12

1999,9,15

1992,8

2001,8,12

1998,7,22

1999，8，5

2000,5,19

1997,8,18

1994,8,19

2000,5,14

1990,5,21

1995,9,26

1997,8,17

1997,8,10

2001，7 ，10

1995,10,6

1998,9,26

1990,5,21

2001,9,22

1998,7,22

2000,7,30

1998，7，22

2001,7,11

1996,9,30

1998,5,20

1998，4，8

2001，8，12

1998,6,6

1997,8,16

1989,8,16

1994,10, 1

山 名

ハン･テングリ

チョー・オユー

チョー・オユー

チョー・オユー

チョモランマ

チョモラーリ

ムスターグ･ｱﾀﾞ

シシャパンマC

ハン･テングリ

ムスターグ･アタ

ガッシャーブルムⅡ

レーニン

チョモランマ

ニンチン・カンサ

ムスターグ･アタ

チョー・オユー

シシャパンマC

シシャパンマC

スキル・ブルム

ノ､ﾝ･テングリ

ガッシャーブルムⅡ

ダウラギリ I

チョー・オユー

シシャパンマC

チョー・オユー

ガッシャーブルムⅡ

フロード・ピーク

ガッシャーフルムⅡ

がｯｼｬｰプﾙﾑⅡ

マナスル

チョモランマ

アンナプルナⅣ

ムスターグ･アタ

ナムナニ

ムｽﾀｰダ･アタ

レーニン

ダウラギリ I

氏

内田

平田

荒山

青木

山本

加藤

渡邉

奥

三角

田部井

石川

白岩

今野

野口

関根

三渡

斎藤

×原田

×士森

宇塚

大内

桑原

谷口

中島

日比

森山

近藤

×根津

胄木

×小西

川原

吉野

大神田

太田

沢田

l鳰村

池田

名

敏子

恒雄

孝郎

正次

俊雄

幸彦

玉枝

克彦

朗

淳子

富康

靖子

一也

道雄

孝次

忠臣

惇生

達也

讓

有友

一成

巌

正彦

道郎

栄子

勇

和美

皖一

丈夫

政継

慶紀

和記

伊曽美

五雄

幸子

芙美江

錦菫

生年月日

1931,4,

1935,2,

1935,10

1936,5,

1936,5,

1933,1,

1938,11,

1937,1,

1929,10,

1939,9,

1936,11,

1938,6

1939,4，

1936,9,

1933,10,

1939,8，

1929,9

1935,4

1937,3,

雌
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

1941,8

1935,11

1939,1

1930,9,

1942,6

1939,10

1941,11

1939,12

1943,2

1938,11

1940,11

1940,10

1944,5

1941,5,

1940,12,

1933, 1

1938,11

－4－



順伽 氏 名 生年月日 標高 ｜ 登頂年月日 ’ 歳日山 名

蒔苗

我妻

鈴木

井上

安村

野村

横山

我妻

藤井

×広島

鈴木

松田

燕昇司

原田

服部

宮川

酒井

中村

池田

畠山

佐藤

田村

遠藤

東野

倉井

宮本

阿部

×日野

飛田

佐藤

金子

西嶋

斎藤

杉山

高橋

×中込

真嶋

平川

天城

新郷

有永

河内

加納

政義

研一

延隆

博之

淳

昌男

英雄

伊都子

洋

三朗

孝雄

謙介

実

征史

功

清明

國光

進

荘彦

正昭

淳志

正勝

京子

良

登代

義彦

明彦

悦郎

和夫

英樹

鉄男

錬太郎

勤

義昭

純一

清次郎

花子

宏子

敞彦

信廣

寛

勲

隆

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

1941,10,

1941,2,

1939, 1

1934,4,

1946,8,

1941,10,

1942,4,

1942,2,

1940,3,

1943,3,

1938,5,

1943,5,

1942,8,

1942,9,

1943,1,

1941,2,

1939,4,

1946,1,

1946,10,

1943,2,

1941,4,

1942,4,

1938,5，

1944,6,

1944,8,

1944,8,

1946,11

1940,5,

1946, 1

1948,4,

1945,10

1942,8,

1947,12,

1947,7,

1948,11，

1947,2,

1949,2,

1940,2,

1947,5,

1943,3,

ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ

Ｏ
６
８
０
１
５
６
６
８
０
１
０
４
４
４
６
６
４
６
１
０
６
５
６
１
６
１
８
６
８
５
６
７
５
４
０
９
５
６
３
０
６
６

５
４
３
１
０
３
５
４
３
６
０
６
８
８
８
４
４
３
２
０
１
４
７
２
０
２
６
０
０
４
３
４
６
２
３
６
３
７
０
２
１
４
４

０
５
０
０
２
０
５
５
０
３
２
３
１
１
１
５
５
５
１
２
０
５
０
３
２
３
１
０
２
０
０
５
１
５
５
３
４
０
２
１
０
５
５

１
，
７
，
，
７
７
，
７
７
夕
７
７
７
７
７
７
，
７
７
７
，
１
７
７
７
７
７
１
，
７
，
７
７
７
７
７
１
７
７
７
７
，

７
７
７
７
８
７
７
７
７
７
８
７
７
７
７
７
７
７
８
８
７
７
７
７
８
７
７
８
７
７
７
７
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

1997,5,11

1996,8,13

1994,7,26

1989,8,15

2001,9,22

1996,10,16

1997,5,2

1996,8,13

1994,7,23

1997,8,17

1992,9,20

1997,8,17

1996,8,12

1996,8,13

1996,8,17

1994，7，26

1993,8,18

1999,5,10

1999,7,28

1995,10, 1

1993，8，12

1994,8,18

1990,8,11

1996,9,10

1996,9,20

1996,9,10

1998,10,22

1992，5，6

1997,8,17

1999,8,15

1996,10,8

1993,8,17

1998,9,30

1998,4,18

1999,5,10

1997,8,17

1999,8,11

1990,8,11

1997,8,18

1993,4,24

1992,8,11

1994,8

1997,8,11

リスム

ムスターグ･アタ

チリン

ハン･テングリ

チョー・オユー

ラトナ・チュリ

ミニヤ・コンカ

ムスターグ・アタ

チリン

スキル・ブルム

チョー・オユー

スキル・ブルム

ムスターグ・アダN

ムスターグ・アダN

ﾑｽﾀｰダ・アダN

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀ

ﾑｽﾀｰダ･アタ

リャンカンカンリ

ナンガ・パルバット

チョ一・オユー

ハン･テンダﾘ

ﾑｽﾀｰダ･アタ

サトパント

チョモラーリ

チョー・オユー

チョモラーリ

プモ・ リ

シシャパンマC

ニンチン・カンサ

チョム・カンリ

ラトナ・チュリ

ムスターグ・アタ

ダウラギリ I

アンアフ。ルナⅣ

リャンカンカンリ

スキル・ブルム

ポベーダ

サトパント

ニンチン・カンサ

ピラミッド・ピーク

ハン･テングリ

ムスターグ・ｱﾀ

ﾑｽﾀｰダ・ｱﾀﾞ

－5－



年少者登頂リスト(7,000m以上の峰）
(2001年12月31日現在）

2002年3月28日山森欣一調べ

山 名 標高 ｜登頂年月日 ’ 歳日順圃 氏 名 生年月日

洋祐

健太郎

茂幹

研

泰広

浩史

耕史

崇行

秀樹

祐志

統一郎

剛

英介

勇

裕正

信太郎

順一

昭彦

武揚

透

南
広
小
小
花
小
藤
田
川
長
三
小
重
延
小
松
川
藤
国
入

1992,8,13

1979,10,13

1996,10,18

1979,10,9

1996,10,16

1982,7,29

1989,5,30

1997,7,14

1994,7,19

1985,7,29

1978,10,16

1994,8,19

1995,8,17

1980,9,27

1991,8，5

1997,5,13

1979,10,10

1986,10,3

1988,3,26

1988,7,22

19235

19248

19255

19330

20 71

20136

20144

20155

20172

20177

20200

20246

20263

20296

20327

20345

20

20

20

20

コルジェネフスカヤ

ダウラギリⅡ

ラトナ・チュリ

ダウラギリV

ラトナ・チュリ

コルジェネフスカヤ

ムスターグ･アタ

ガッシャーブルムⅡ

チリン

コルジェネフスカヤ

アンナプルナS

ムスターグ・アタ

ニンチン・カンサ

ノfルンツェ

レーニン

チョム・カンリ

クン

ヌン

カント

コルジェフスヵャ

1972,12,

1960,2,

1977,2,

1959,11

1976,8,

1962,3,

1969, 1

1977,2,

1974,1

1965,2,

1958,3,

1973,12,

1974,11,

1959,12

1970,9,

1976,6,

ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、

５
１
５
８
５
５
６
５
８
５
９
６
６
９
４
８
７
５
５
５

０
５
３
１
３
０
４
３
３
０
１
４
０
２
３
４
７
３
５
０

１
７
０
６
０
１
５
０
０
１
２
５
２
１
１
０
０
１
０
１

７
７
７
７
７
７
７
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
２
Ｑ
Ｊ
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

川
林
林
谷
西
田
島
ロ
町
谷
林
川
安
川
本
上
田
久
瀬

一一岩詩一一一売一壷『一房一房Ｆ一志一苛両詩

I
＝

負担金：85万円

資格：冬山の尾根を20kg程度の荷物を持って

行動できる人。

〆切り ：定員になり次第

その他:HAJの登山隊は「ガイド公募登山」

ではありません。準備活動に参加、合宿参加

の義務があります。また、高所ポーターを使

用しない隊員による自力登山です。

３
４チベットカンペンチン(7,281m)

シシャパンマの北麓の大地を進むと屏風のよう

に白い山脈が連なっています。その主峰がカンペ

ンチンと呼ばれる山です。まるでヒマラヤ山脈を

守るかのように立派な牙のように鋭峰（北峰）を

持った山です。 1982年と1998年に日本隊によって

登頂されていますが、ルートはその東面を予定し

ています。

記

1 ．期間: 2003年7月20日～8月25日(37日間）

2．募集人員: 10名程度

●

■

反
Ｊ
ハ
０

－6－



2002年カラコルム登山計画一覧表
山 名 標高ルート 国名 隊 長 名 入国日蝋

ヤーブルムⅡ 8035南稜イギリスDavidw.Hamilton 5月31日7

韓国YooJaeill 5月31日6ノノ

日本近藤和美 5月17日7ノノ

ヤーブルム1 8068 スイスAnderGeorges 5月17B10

8611 スペインAraceliSegarraRoca 6月2日 5

" JordiTosasRobert 6月1日 7

円本j斤藤禾[]美 5月17B7

5月31日

5月31日

5月17日

5月17日

6月2日

6月1日

5月17日

南稜 イギリス

韓国

日本

スイス

スペイン

〃

日本

8035 Davidw.Hamilton

YooJaeill

近藤和美

AnderGeorges

AraceliSegarraRoca

JordiTosasRobert

近藤和美

8068

8611

ガッシャーブルムⅡ

ノノ

ノノ

ガッシャーブルムI

K2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ブロード・ピーク

ノノ

ノノ

ガッシャーブルムⅣ

スパンティーク

ノノ

ノノ

ナンガ･パルバット

ノノ

ドゥルフィカ

ムスターグ･タワー

チョゴリザ

ユトマル・サール

バルトロ・カンリ

パツーラ・ムスターク

無名|峰

Samdrung

LuisFraga

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
岨
昭
皿
姐
蝸
Ⅳ
肥
岨
加
刎
朗
鯛
型
妬
邪
訂

日本勤労者山岳連盟

メキシコと合同

国際隊

日本勤労者山岳連盟

6月7日

6月6日

5月15日

12月6日

5月17日

6月10B

6月1日

8月2日

7月10日

7月29日

6月2日

7月19日

6月28日

5月31日

6月10B

7月2日

6月10B

6月15日

6月28日

３
肥
２
７
加
呵
７
７
２
７
５
２
７

BogdanMihneaCuibus

SebastianAlvartoLomba

AnderGeorges

RobertRackl

ClsellaMario

Davudw.Hamilton

VictorSuanzez

大宮求

LuisCortabitarte

細田一郎

DavidW.Hamirton

Maciej Sokolowski

岩|崎洋

LevLoff

岩崎洋

Walter

亀井正

冬期登山8051

スイス

7925

7027

スイス

イギリス

スイス

日本

スペイン

日本

イギリス

ポーラント

日本

アメリカ

日本

ドイツ

日本

稜
面
面
稜
壁
稜

西
〃
〃
西
西

南
西
南
北
東
南

8126

6444

7284

7668

7330

7300

日本ヒマラヤ協会４
６
４
７
７

日本ヒマラヤ協会

横浜山岳会6400

(資料提供： 日パトラベル）

HfA篭篭5周蕊記念衛亭資釜協ガのお願い
表します（匿名を希望される方は、その旨ご連絡

下さい｡）

2．記念行事の概要

[1 )記念講演会＆祝賀会

日時： 9月28日 （土） 16時～20時

場所：東池袋、かんぽヘルプラザ東京

16時～17時半記念講演「HAJ未知の山」

18時～20時 記念祝賀会

HAJは、 1967年10月に創立され、諸先輩達の

努力により本年、35周年を迎えることになりまし

た。 これを機会に記念の幾つかの行事を行うこと

となりました。会員の皆様にも資金のご協力を仰

ぎたくここにお願い申し上げます。

記

1 ． お願いする金額：一口 1万円

＊機関誌「ヒマラヤ」誌上にて氏名・口数を公

－7－
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浦雄一郎氏(69)が、 5月9日午前9時30分､チョー・

オユーの登頂に成功した。同氏は69歳と209日で

恐らく八千メートル登頂の最高令記録となった。

尚、同日には三浦氏の次男の豪太隊員(32)も登頂

に成功した。これは日本人として八千メートル峰

の親子同時登頂の初の記録となる。

更に翌日には、同隊の加藤幸彦隊員と、村田博

(61)、東秀訓(42)両隊員も登頂した。加藤隊員は

69歳と100日であった。尚、 これまでの日本人八

千メートル峰最高令登頂記録は、 00年チョー・オ

ユー登頂時の平田恒雄さんの65歳と100日であっ

た。

《ネパール》

渡追玉枝さんがエヴェレスト

女性最高令登頂更新

サガルマータ(8,848m)に南東稜から挑戦して

いた渡邉玉枝さんは、同ルートから5月16日同行

の村口徳行(45)と共に登頂に成功した。63歳と145

日で同峰の女性最高令登頂記録を大幅に更新した。

練馬山の会がバルンツェ隊派遣

ボ
DDDDD先。
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蕊:記：

議繍灘灘磯灘練馬山の会では今秋、バルツェ (7,129m) "

河野千鶴子(55)、茂木康枝(51)の女性ペアを派遣

することになった。ルートは南稜を予定している。
旅の指さし会話帳ネパール語

ヒマラヤ登山の楽しみの一つにその国の人々と

の交流がある。言葉は出来なくても特に困る事は

ないが、色々と話しが出来れば楽しい。私もキャ

ラバン中はスタッフとお互い言葉を教え合いなが

ら歩く。 しかし覚えの悪い私に比べすぐに日本語

を操る彼等にいつも悔しい思いをさせられる。 ヒ

マラヤ放浪の権威I氏日〈。 「言葉を覚えるには

現地の女と暮らすのが良い、というのはウソで本

人のやる気が大事」と言っている。その通り要は

やる気の違いだろうか。又、Y氏はネパールで長

い間仕事をしていた経験から「ネパール語はカー

ストで使い分けたりするので難しい」と言ってい

たのを思い出す。

さてこの会話集の特色は様々なシュチュエーショ

ンに分けられ、その中で話したい内容を相手に見

せながら指さしで使う。ネパール語にカタカナの

発音が添えられている。又随所に盛り込まれてい

るイラストがさらに相手の理解を助ける事となる。

会話集というとどうしても難しい文法などから始

まるので途中でリタイアしてしまいがちだが、こ

の会話集は現場で役立つ工夫が成されている。巻

末には3000語の単語集が添付されている。

（記：野沢井歩）

A5判 128頁2002年2月22日刊野津治仁著

情報センター出版局 1800円十税

《中国》

チョモランマに相次いで登頂

5月17日、チョモランマに挑戦していた桐生隊

の石川富康隊員が65歳と176日で登頂に成功し、

最高令登頂記録を更新した。なお、同氏は、 94年

5月13日にネパール側南稜ルートからも登頂して

おり、 3回登頂の加藤保男、山田昇に次いで2回

登頂の尾崎|怪、三枝照雄、貫田宗男、名塚秀二、

村口徳行に並んだ。

また、同日には桐生隊の宮崎勉(54)隊員と公募

隊の山田淳(23)隊員も北稜からの登頂に成功した。

1985年隊、石井慎一氏遺体発見

1985年秋、北稜からチョモランマに挑戦したウー

タンクラブ隊(長谷川恒男隊長ら11名)の石井慎一

隊員(当時33歳)は、 9月17日午前9時15分頃ノー

ス・コル直下6,900m付近で雪崩のため行方不明

となっていたが、今春入山中の外国隊によって遺

体が発見された。同隊では隊員の一人を派遣し遺

体を収容した。

三浦雄一郎氏がチョー･オユーに登頂

来年70歳でエヴェレスト登頂を目指す予定の三

－8－



鍵躍阻MALAYANEWS

前著「幻想のカイラス」を数段上回る力作とみた。

B6判204頁2002年5月13日刊

大月書店2000円十税

［なお、 HAJでは出版社と著者のご好意により

本書購入に便宜を計って戴きました。必要な方は

1600円を下記郵便振替にて送金ください（但し、

取扱いは7月10日限）口座名日本ヒマラヤ協会

口座番号 001 00-6-48954

九州の岳人たち（その登山史）

日本山岳会福岡支部が纒めたもの。大きくは、

国内戦前編（11章)、国内戦後編（22章)、海外編

(10章)、年表の4項目からなっているが、膨大な

資料を基にしなければ到底成し得ない事業である。

国内編はほぼ年代順に構成されている。海外につ

いては、海外へのパイオニア／進取の九州魂／ルー

トを拓く／黄金期／無念と悲しみ／「何としても…」

登りたい／山はトシではない／一人で－・速攻で一

／指揮官たち／新しいスタイル、など項目別に構

成されており、九州人の山行が網羅されている。

（記：山森）

A5判550頁2002年5月12日刊

日本山岳会福岡支部〒810-0075福岡市中央

区港2‐5‐3サンポートハイッ902

珠穆朗環峰1996

立正大学が1996年春、チョモランマに派遣した

登山隊報告書。登山隊は2回の登頂に成功したが、

隊は幾つかの問題を抱えながら進行した。復元さ

れ掲載された「交信録」がその一端を伝えている。

このような高所キャンプとの交信録の掲載によっ

てこの登山隊の性格が見えてきて、報告書の価値

は一段と増大したといえよう。その他個人の感想

にも簡潔にまとめられた各項目の報告にも登山隊

の実態が惨み出ており実践向け報告書になってい

る。 （記：山森）

B5判142頁カラー8頁2001年12月刊

連絡先〒949-6101新潟県南魚沼郡湯沢町湯

沢354-12 山崎幸二方（立正大学）

もうひとつのシルクロード

西域からみた中国の素顔

労山事務局長の野口信彦さんの新彊レポート。

新彊は漢族も住むものの現在はイスラム文化圏の

色合いが濃い。著者が度々訪問したこの地のイス

ラムの人々との交流を通して得た新彊の歴史や現

状を基に、著者の見識を通して解説紹介している。

建国50年を経て共産党支配によってもたらされて

いる、中国の様々な矛盾が各所に描かれている。

蕊蕊:譲蕊灘灘議灘
チョモランマ便り

ナマステ！ プレ登山、カトマンズでの準備が終

了し、予定通り今日4月9日ザンムーに着きまし

た。日本出発前は、群馬隊の情報ありがとうござ

いました。我隊の佐藤隊長が群馬隊の方々とお会

いする機会がありました。日本の隊がいること、

また海外登山経験豊富なすばらしい方々とお会い

できることは心強くもあり、多くのことを学びた

いと思います。一歩一歩を大切にチョモランマ登

山を楽しみたいと思います。

4月9日ザンムーにて札幌中央労山谷口静枝

パドマナブ便り

5月3日に許可を受け、 5月6日VISA申請、

8日受取り、 9日出国とあわただしい出発でした

が、インド側のメンバーによる手配良く、到着後

はきわめてスムーズです。いろいろアドバイス頂

きありがとうございました。

日印合同東カラコルム隊坂井広志

■財政支援: 1万円（平山良正、鈴木雄一、

長谷川和雄）

－東京集会のお知らせ

6月24日 （月）午後7時～日時

内容

場所 HAJルーム（地下鉄有楽町線束池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、 JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分)

－9－



醗蕪議登餌隊隊員募集

八千メートル峰シシャパンマに新ルートを求めて
ないのか。それは「雪崩」の危険を避けるためだ

ろうと推測される。 しかし、中央峰を登った岳人

たちもそこが「8,000m」の標高を与えられてい

るからなのだが、 ヒマラヤの標高は不動ではない。

今後中央峰の標高が8,000mを切ることも考えら

れる。

シシャパンマ主峰に新ルートは考えられないの

か。常々疑問に思っていた。技術的に困難な南西

壁では通常ルートにはなり得ない。可能ならば通

常ルートとなり得るようなレベルの新ルートをト

ライしたいと考えている。意欲ある岳人の参加を

期待する。

記

1 ．時期2003年9月10日～11月8B (60日間）

2．募集人員 10名程度

3．負担金100万円

4． 申し込み、問い合わせHAJ事務局

ヒマラヤの八千メートル峰に新ルートを開拓す

る余地はないか。 このテーマ（夢）を追い求めて

過去岳人達は様々な努力をしてきた。

1990年代に入り日本隊では、90年チョゴリ北西

壁下部（横浜)、95年マカルー東稜下部(JAC)、

97年K2西壁k部(JAC東海）など部分的な開

拓が行われ、94年山野井泰史が単独でチョー・オ

ユー南西壁に新ルートを開拓した。

現在シシャパンマ峰は、主峰の標高を8,027m

とした場合、中央峰の標高が8,008mとなる。 こ

のため中国隊が初登頂した北面から中央峰北東稜

を登りそのまま中央峰に登頂しているケースがほ

とんどとなっている。初登頂した中国隊は中央峰

北東稜から大雪面をトラバースして主峰に登頂し

ている。 日本隊では81年女子隊、88年HAJ隊、

99年群馬隊は、この大トラバースを行い主峰に登

頂した。他隊は何故トラバースして主峰に登頂し
＝ー

露
桑頂抗沙峰(6,590m)カラコルムスパンティーク(7,027m)

パキスタンの登山は、スカルドヘのフライトや、

ポータートラブルなど、短期間登山にとっては、

幾つかの問題がありますが、情報の収集や強力な

スタッフ配置、隊員の積極的な参加によって対処

して成功に結びつけたいと思います。

記

1．期間: 2003年7月18日(金)～8月25日(月）

2．募集人員： 10名程度

3．負担金： 75万円

4．資格：冬山の尾根を20kg程度の荷物を持って

行動できる人。

5． 申込〆切: 11月30B(定員になり次第〆切）

6． その他:HAJの登山隊は「ガイド公募登山」

ではありません｡準備活動に参加､合宿参加の

義務があります｡高所ポーターは使用しない。

チベットのラサから北北東（直線距離で約135

km)に美しい山容の山があります。周囲の山々を

脾睨するかのように竣立するその姿は、白い雪に

まとわれて見る者は息をのまざるを得ません。

記

1 ．期間: 2003年7月26日～8月22日(28日間）

2．募集人員: 10名程度

3．負担欣： 70万円

4． 〆切り ：定員になり次第

5．資格：冬山の尾根を20kg程度の荷物を持って

行動できる人

6． その他:HAJの登山隊は「ガイド公募登山」

ではありません｡準備活動に参加､合宿参加の

義務があります｡高所ポーターは使用しない。
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ロー・マンタンの空、遥かなり(2)
カリガンダキ左岸の地図の空白部を行く

高橋 昭〃､，、

カグベニからティリー･ガウンを経てタンベヘ

5月30日、 6時頃のことである。カグベニのパッ

ティの中庭で私達が朝の食事をしていると、 3，

4人の部下をしたがえたカグベニのチェック・ポ

ストの署長が天幕を訪れて来た。ゴマ塩頭のサブ・

インスペクターである。この年になっても、まだ

このあたりのサブ・インスペクターでは一生ドサ

廻りの運命にありそうだ。私は見覚えがないので、

5年前には居なかったようだ。余程当時ここでサ

ブ・インスペクターをしていたドンガナは今何処

に居るかと聞いてみようと思ったが、隊長の菊地

君の今置かれている立場を考えると、そんな質問

は出来なかった。 しかし、 ドンガナには私は親し

みを持っていたのでなつかしかった。

コックのニマは心得たもので、 「カジ・サーブ

は朝食は未だなのでしょうね」といいながら、食

器に飯とダル、タルカリをそえて差し出した。チェッ

ク・ポストの役人達は私達の方へちょっと会釈し

た後、朝食を食べはじめた。万事心得たニマが、

おかわりの飯やダルを一人一人に入れ始めると、

ゴマ塩頭の署長は食器に手をあてがって、もう充

分だという素振りをしながら、 「カグベニのチェッ

ク・ポストの業務はこれで終わった。皆さんはこ

れから自由にチェック・ポストを通って行っても

よいでしょう。皆さんの旅の幸運を祈ります」と

英語でいって、お茶などを飲んで十分ぐらいで部

下とともに引き上げて行った。 これでカグベニで

のチェック・ポストの手続きは一応終了したもの

と思われた。

6時半にはポーター達、 7時半には隊員達がそ

れぞれ三三五再出発して行った。私はパッティの

二階に上がってお内儀と馬の値段について交渉を

ニマと一緒に続けていた。私が馬一頭一日150ル

ピーだということに対して、お内儀は250ルピー

だという。そこで私は、

「昨日乗って来た馬は一日150ルピーだったよ。

後から馬で来た馬の持ち主に明日チュクサンまで

行かないかといったが、約束があるので行けない

が、この馬なら180ルピーだといっていたぞ」と

いうと、 「あれは平地しか行けない馬だよ。折り

合って200ルピーにしましょう」というので、ニ

マに相談すると、 「そのへんの値段がこの地方の

相場なのでしょう」というので不精無精承知する

ことにする。

こんな時カグベニのチェック・ポストのドンガ

ナがいたら、 100ルピーくらいで決めさせたに違

いない。この時も、私は一刻も早くこのカグベニ

を脱出したかったので、パッティの前につないで

あった白い馬の手綱をとって、カグベニの旧城廓

都市に向かった。パッティの|燐の大きなチョルテ

ンの門をくぐると、狭まったカリガンダキを対岸

に渡る道があった。

5年前、ここから対岸に渡ったところである。

5年前は隊商の中にまぎれ込んでいたので、この

道の入口にあるタカリのパッティの女達が、隊商

の男達にチャン（どぶろく）を振る舞い、旅の安

▲カグベニのドロ柳と用水路

－11－



▼力グベニの|日城廓都市全を祈願してくれたことが思い出された。 しかし、

きょうはパッティからは誰も顔を出してはくれな

かった。

タカリのパッティが両側に立ち並ぶ道を通り抜

けると、ジョング・コーラに掛けられた木橋があ

る。ジョング・コーラの水はムクチナートの聖地

のダラ （水）を集めて流れて来る清流であるが、

今は雪解けのせいか赤茶色ににごっていた。川の

へりにはドロ柳の木が群生し、カグベニのオアシ

ス地帯をつくっている。橋を渡るとそこはカグベ

ニの旧城廓都市で、隣にある赤い色のゴムパがひ

ときわ高い。

カグベニはネパール政府がトレッキング・パー

ミッションで許可しているギリギリのボーダー・

ラインである。カクとはチベット語でブロックと

いう意味で、それがネパール語にまってカグとな

り、ジョング・コーラとカリガンダキの合流点に

位置しており、ネパール人は大きな河の合流点を

神聖視して、ベ二と呼んでいるので、一緒になっ

てカグベニとなったのだろう。

城内は5年前とはだいぶさま変わりしていて、

トレッカー向けのパッティが数軒出来て、それぞ

れ英語でホテル。アンド・レストランという看板

をかかげていた。このカグベニの集落から北は、

カクと呼ばれ一般に12ケ村（バーラ・ガウン）と

呼ばれている。また、その地域に住む住人をカク・

パといっている。そして、その北にムスタン即ち

ロ－が君臨しているのであるが、行政区画ではタッ

ク・コーラを含め全部がムスタン県（ディストリ

クト）となっている。

カグベニからジョング・コーラにそって東にム

クチナートに行く道が通じているが、その1時間

ほど手前に12ケ村の主都であるジャルコットがあ

る。ジャルコットもカグベニ同様城廓都市である

が、丘の上にどっかりと建てられた|日い王宮跡で

ある。コットとは丘や山の上に建てられた宮殿の

ことで、このコットのついた地名はネパール各所

にある。ジャルコットのジャルコーは大きな烏の

意で、鳥葬の時集まってくる大きな禿鷹が、この

付近に群棲しているからであろう。

カグベニの村はずれに見覚えのあるマニ車が立

ち並び、その外れにチェック・ポストがあった。

一晩ご厄介になったところである。チェック・ポ

ストの前に2， 3人の警官が居たが、私達にはまっ

たく無関心だという態度だったので、20分ほどチェッ

ク・ポストに馬を止め、眼前に広がるカリガンダ

キの河床に見にいっていた。

ポーターの数人がカリガンダキの左岸の高巻き

道を登っていったので、チェック・ポストの役人

にどっちの道がよいかと尋ねたところ、今は乾期

なので河床路の方が楽だという。そして、馬なら

ば全部河床路を行っても大丈夫だと教えてくれた。

私はチェック・ポストからいきなり河原に下りる

コースをとった。

眼前にはなつかしいティリー・ガウンの村が対

岸に横たわっていた。ティリーはチベット名では

ティンリ [Tinri (Ting-ri)] と呼ばれている。

前に通った時は、ティリーの畑はダッタン・ソバ

のピンクの花盛りだったが、今は大麦のグリーン

が展がっていた。

私はティリーの下に広がる河原をゆっくりと馬

を走らせた。 5年前にはティリーの上部のカリガ

ンダキ右岸の河岸段丘を進んだが、今はその下方

の河原をゆっくり進んだ。村の中央には、 この小

さな村にしては立派なゴムパがあるが、帰路立ち

寄った時判ったことだが、村人達は“アニ・ゴム

パ" [anidgonpa] といっていたから尼寺で

ある。山の上に向かってメンドングと呼ばれるチョ

ルテンが続き、そのそばをサンクタからドルポに

至る道がつづいていた。 このサンクタも12ケ村の

中の一つであるが、ムスタン県の西の果てで、そ

こからドルポ地区に入る。

ここで、 ドルポについて蛇足ではあるが、一言

－12-
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つけ加えておきたい。それはよく論争の種になっ

ている「ドルポか？ドルパか？トルボか？」の問
●

題である。ネパール人が一般的に呼んでいる [D

olpo]は本当はドルパ[DoL-pa]が正しいと思

う。チベット語でボテ達はToL-boと発音してい

るが字はDor-paと書く。 したがってネパール語
● ●

のDoLpoまたはDoL-paは、Dor-paが正しいよう
●

だ。Paはpeoppleであるから、その前のDorの前

に子音がないのでTorと発音するのだろう。 しか

し、そんなことだけではなく次のようなこともい

われている｡DoがToの発音になるのはドルポの
●

人々 [Dor-pa]は純粋なチベット人からみると、

ロー･カーストの住民で、恐らくグルン、マガー

ル、キランティなどとチベット族との混血で、純
●

粋なチベット族（ボテ）ではないので、Doの発

音をToの発音に置き換えて純血種との違いをハッ

キリさせたものだという。

Paの発音がBoの発音になるのは、音便でBoに

なったのだろう。だから西蔵文字でDor-paはTor-

boの発音になって、 自分達純血種とは異質の人

種なのだ、とさげすんで呼ぶようになったとのこ

とである。

また、 ドルポの北方にあるムグ地方の言葉はチ

ベット語でなく、 ジュムラ語[JumL[]を使って

いるが、 ドルポはチベット語の方言を使っている。

ドルポの別名はネパール語でカシーヤ[Khas[

ya] といってこれもロー・カーストに対するさ

げすみの名称を使っている。カス（ドルポ）はジャ

レ [Jhare]で純粋なポテではない。彼等は一般

にポテ・グルン [BhoteGrung] と思われている

ようだが、ボテ・グルンはツァルカ・ボートに少

しいるだけである。

カス（ドルポ) <Khas [DoLpa]>は、ボテと
●

トクーリー[TakurL]、チェットリー[Kshatr[]、

カシヤ[Khas[ya]、 カム [Kham]などの混血

なので、それ故にチベットからみたらロー・カー

ストのボテという見方をされている。だからネパー

ル人の呼ぶDoLpoまたはDoLpaはTorboとチベッ

ト人はさげすんで呼称している。

ここに名を挙げたトクーリーとチェツトリーは、

インドのラージャスタンよりムガール王朝に追い

上げられ、北方（チベット）経由で西ネパールに

▼ティリーガウン
ーー盛一一竃……錨一謹連 ． "……--鐘宝苧一一

､ ‘ ｴ & 側 ザ . ¥ 哲 劇 一悪司
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一
入り、そこに住みついたインド・アーリヤン系の

種族である。本稿には余り関係はないが、 この北

方経由で入り込んだバウン、チェツトリー、 トクー

リーが、西ネパールに沢山住みついているのは、

まだ余り解明されていない興味ある問題であるが、

ここでは割愛することにする。

さて話を先に進めることにしよう。私はティリー

の村を左に眺めながら、カリガンダキの河床を北

へ北へと一路目指した。ところどころ浅瀬ではあっ

たが、徒渉地点があったためかポーター達は、い

つのまにか左岸の河岸段丘の上を進んでいた。前

方にはケハルンパ合流点の左岸の大岩壁が望見出

来た。あそこまで行けば、 タンベの村も近いはず

だと馬を進めた。ケハルンパの手前に急流でしか

もかなり深そうな徒渉地点があった。馬なら突破

出来そうに見えたが、真っ黒いカリガンダキの流

れは、かなり急なようだ。

私がいま数頭以上の家畜と行進していたならば、

濤踏なく徒河しただろうが、今は一人である。 も

し渡河中に馬が転倒したら取り返しのつかないこ

とになる。 5年前、私は前方のケハルンパを命が

けで渡った経験があるので、大事をとって左岸の

河岸段丘に登る道を発見して、その道を行くこと

にした。

段丘に出る手前の岩場で馬を下り、馬を引いて

歩き始めると重そうな鉄のアングルを背負ったポー

ター3人が休んでいた。私が、 「これは電柱に取

りつけるための鉄材かね？」と聞くと、 「そうだ。

チュクサンまで運ぶのだ」という。

これによるとタック・コーラで発電予定の電気

はかなりパワーの大きいものだなあと思われた。
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タック・コーラのようにまだ電線は張られていな

いが、きっと電気はサムマルまで引かれることに

なるのだろう。 こんな秘境にも急速に文明の波が

押しよせて来たことを、驚きの目でポーター達を

眺めた。

河岸段丘の上に出ると、広い平らな平原で、カ

ラガナ[Caragana]の灌木がいたる所に球状の

塊になって、まばらに生えていた。まだ時季が早

いのか花は咲いていなかった。

対岸にはサンクタからのケハルンパがカリガン

ダキの河床に合流していた。 しかし、水は個れて

いてほとんど流水はない。 5年前の命がけで渡河

した激流は嘘のようだ。そして、その上の3,700

m付近の河岸段丘上に、私の泊まったケクタンの

ゴート （牧草地）が望見され、なつかしかった。

2，30分平らな河岸段丘の上を少しのぼり気味

に進むと、段丘の一番高いところに着いた。ケハ

ルンパ合流点の対岸の大岩壁の頂上であった。そ

こには朝早く出発した金子さんとケサン・ナムギャ

ル氏、そしてジョイント ・メンバーのキショール・

バッタライ、 タシ・ザムブー、シェルパが休んで

いた。そしてタンベの集落が眼の下にあった。少

し離れたところにはリエゾンのビーム・パードル

も休んでいた。彼は金子さんとケサン・ナムギャ

ル氏をマークしていることは間違いない。金子さ

んは、

「私はケサンさんに、 リエゾンのいるところでは

チベット語を使わない方がよいですよ、といわれ

ていましたが、ケサンさんと話したり途中で会う

チベット人と話をするのに、どうしてもチベット

語が出てしまうんですよ。もうリエゾンも私がチ

ベット語を知っていることが判ってしまったので、

今は平気でチベット語をしゃべることにしました」

と日本語で私に話してくれた。

ケサン・ナムギャル氏はネパール語は非常に堪

能だが、金子さんはネパール語を全然しゃべれな

い。だから余計にこの小心者のリエゾンの心をか

き立てたに違いない。

いま休んでいるこの辺りは、日当たりが良いせ

いか、カラガナが黄色い花を沢山つけて咲きほこっ

ていた。私はそのカラガナの花に近づいて花の写

真を撮った。そして、 リエゾンから少しずつ離れ

てタンベ村の全景を数枚カメラに納めた。 リエゾ

ンが文句をいったら、カラガナの花を撮りに行っ

たのだと説明するつもりだったが、 リエゾンのビー

ム・バードルは何も文句はいわなかった。

タンベはTamgbeと発音し、チベット名ではgt

adstanはTayigと書く。又Tamgebuともしばし

ば呼ばれているようだ。タンベはカリガンダキ左

岸の高さ100mほどの河岸段丘に位置し、細長い

長大な麦畑を持ち、そのほとりを灌概用水路が走っ

ている。水は何処から引いているのか判らないが、

雪解けの赤褐色色の水が稻々と流れていた。

タンベの大麦畑のグリーンを左に眺めながら山

腹道を少し登ると、そこは見晴らしのよい肩になっ

ていた。眼前にはカリガンダキの広い河原が見下

ろせた。カリガンダキの右岸のグランド．キャニ

オンのような大削壁の下に、長いグリーンの大オ

アシスがll旧のように張り出していた。チュクサン

の集落である。

チュクサンも12ケ村の中の一村であるが、本当

は3つの集落からなっていて、それぞれ宗派の異

~鷲”浮零雪雲塾零亀雷雰受凄欝…欝了鷺鴛=縦鷺‘ ふ・ゞ;懇？ ‘諜鰄､ 、寿繁、 “ “零 ,番 ’“ …， 、 ､

▲ジャルコットの城廓都市▲ジャルコット遠望（1976年）
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▼タンベの集落をふかんする ▼チュクサン部落遠望
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なった仏教のゴムパを持っている。チュクサン

[Chhuksang]はネパール名で、チュサン. [Chhu

sang] とも呼ばれ、グルンはツクサン [Tsuksan

g]、チベット名ではツク [Tshugs]である。 カ

リガンダキとナルシン・コーラの合流点に位置し

ている。チュクサンの3つの集落名は、それぞれ

セイキョツク、 う°ラッカ、チャングマと呼称され

ている。

この3つの集落の関係を図示しよう。

リエゾンには村に入ってはいけないといわれて

いたが、私の馬はそんなことにはいっこうにおか

まいなくチュクサンのプラッカの村に入りこみ、

村外れのパッティの前で止まった。時間を見ると

11時だったので、昼食を撮りにパッティの横のちょっ

とした広場に馬を止め、真っ暗な家の中に入った。

私は眼がまだなれていないので、焚火の煙でいっ

ぱいの部屋に手さぐりで入り込んだ。

そのうち眼がなれるにしたがって、パッティの

中には沢山の人達がとぐろを巻いて座っているの

が判った。金子さんやケサン・ムナギャル氏、そ

してネパール人のキショールやタシも居た。キショー

ルをのぞく全員はチャンを何杯もお代りしていた。

キショールはバウンなので酒はいっさい手をつけ

ない。

私にはいろりのそばに腰を下ろし、 ミルク・ティー

を注文し、携行のチャパティで昼食を摂った。
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欝溌蕊蕊議灘溌議謹蕊総讓溌慧
日時平成14年5月18日（土） 13時～14時

場所東京、東池袋かんぽヘルスフ°ラザ東京

出席者本人出席：遠藤登（顧問）酒井國光（会

長)、山森欣一、尾形好雄、中川裕、野

沢井歩、古関正雄、田辺治（以上理事）

保坂昭憲、中岡久（以上監事)、寺沢玲

子、天城敞彦、国沢鎮雄（以上評議員）

鈴木正典（山形)、近藤幸夫、鈴木雄一、

田中祥治、出口當、森山安次、睦好正治

（以上東京)、以上本人出席20名、委任状

提出者267名、合計出席者287名。定足数

は会員数725名の三分の-242名。よって

総会は成立。

総会次第

1）中川裕常務理事の司会で定刻開会。総会に先

立ち、酒井会長、遠藤顧問から挨拶を戴いた後、

定款の規定では議長は理事長であるが、理事長が

各議案説明に当たるため、出席者同意の上、議長

席に尾形好雄常務理事が着席。議事録署名人に野

沢井歩、森山安次両会員を選んで議事に入った。

2）議事

議案第1号から第5号について山森理事長から

説明がなされて全て満場一致で承認された。理事

会報告があり、平成12年度総会を終了した。

2）文献・資料のレファレンスサービス

ー般的に入手しづらいものに限定してサー

ビスを実施した。 ヒマラヤ諸国の登山規則・

地図・登山記録・登頂者記録等に関する希

望者が多い。

2． ヒマラヤ登山情報管理機構（センター）設

立事業

21世紀を展望して登山4団体（日山協、

労山、 JAC、HAJ)が平成10年3月に

合意した「海外登山情報センター」構想の

進展が見られないため、 これを打開する方

法について関係者と協議した。

Ⅱ．定款第4条第2項にもとづく事業（登山をは

じめとする野外活動と関連する諸分野に関する

研究活動と成果の公表）

1．調査研究事業

1）高所登山における事故防止に関する調査

研究

ヒマラヤ登山における日本隊の死亡遭難

事故は、 1968年から32年間連続して発生し

ており、 これをストップ°させるため、事故

の実態をまとめ「高所登山事故と環境対

策研修会」で公表すると共に事故例につい

て解説した。 しかし2001年は標高六千メー

トル以上の峰の死亡事故は、秋のネパール

で3件発生し、 5名が死亡した。

2）高所登山に対する意識調査

実施しなかった。

3）山岳の自然を汚染しないで実施する登山・

踏査活動の研究

本会が主催する「インド・ヒマラヤ会調、

「中国登山研究会｣、 「高所登山事故と環

境対策研修会」で、 「テイクイン、テイク

アウト」について研修した。

2．出版事業（研究報告）

1） 日中合同登山隊（97年）報告書「未踏峰

クーラ・カンリⅡ」発行（4月）

平成13年度事業報告

自平成13年4月l日

至平成14年3月31B

1 .定款第4条第1項にもとづく事業（ヒマラヤ

に関する総合的な資料と情報の収集・整理・保

存及び、それらの利用希望者に対する便宜供与）

1．情報管理事業

1）会員内外に対する情報提供とトレッキン

グ・踏査・登山計画の企画・研究等の指導。

年間100件を越す電話・FAXによる照

会と50件を越える事務所への来訪者へ情報

提供と指導を実施した。
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を視野にいれ、魅力ある高峰について各国

へ登山許可申請と打診を行った。

2．野外活動事業

1） ヒマラヤ各国の魅力ある地域への踏査・

トレッキング隊の派遣について企画準備を

行った。

Ⅳ、定款第4条第4項にもとづく事業（機関誌、

その他の刊行物、登山・野外活動、研修、各種

会合によるこの分野の健全な発達を図るための

指導・啓蒙活動）

1．機関誌発行事業

「ヒマラヤ353号～364号を毎月発行した。

2． 出版事業

1） 「ネパール登山の手引き」第3版を発行

した。 （8月）

3．指導・啓蒙事業

1)日本ヒマラヤ会議の開催

各地の条件が整わず開催できなかった。

2）地域ヒマラヤ集会の開催

各地の条件が整わず開催できなかった。

3）定例会

毎月東京ルームで開催した。

4）第23回「インド・ヒマラヤ会議」の開催

1月27日東京にて開催。平成13年度隊の

報告と情報交換を行った。参加者35名。

5）第10回「中国登山研究会」の開催

2月4日東京にて開催。平成13年度隊の

報告と情報交換を行った。参加者21名。

6）第8回「高所登山事故と環境対策研修

会」の開催

4月1日に東京にて開催。雪崩や高所順

応、テイクイン、テイクアウトについて研

修した。参加者34名。

7）壮行会

7月7日東京で開催。計画の発表と情報

の伝達。ニンチン・カンサ＆ヤンラ・カン

リ登山隊｡ (72名）

8)HAJ華甲望年会

12月8日東京で開催。本年度2隊の登山

報告と本年中に還暦を迎えた会員4名を祝

い、行く年を惜しみ来る年を語った｡(59名）

V.定款第4条第5項にもとづく事業（その他、

2）アルタイ山脈登山隊（99年）報告書準備

4）チベット連続登頂登山隊（99年）報告書

発行準備

3．関連学術事業

興味ある地域への派遣について研究した。

Ⅲ、定款第4条第3項にもとづく事業（ヒマラヤ

への登山をはじめとする野外活動・研究・調査

等の団体の派遣）

1.高所登山事業

1）サマー・キャンプ「ニンチン・カンサ

(7,206m)登山隊」の派遣

7月20日～8月25日に酒井國光隊長以下

6名を派遣し、 8月15日に3名が登頂した。

2） 「ヤンラ・カンリ(7,429m)登山隊」の派

遣

9月10日～11月8日に山森欣一隊長以下

8名を派遣し、国境稜線6,900mまで到達

したものの登頂は断念した。

3）直轄プロジェクトの推進

イ）平成14年度サマー・キャンプ「ニンチ

ン・カンサ(7,206m)登山」

夏の登山実施に向けて本格的に隊を構

成（山森欣一隊長以下4名） した。

p）平成14年度「シシヤパンマ(8,027m)

新ルート登山」

新ルートからの登頂の可能性を求めて

隊員募集に着手したが翌年度に延期した。

二）平成15年度「サマー・キャンプ登山」

ニンチン・カンサ(7,206m)、カンペ

ンチン(7,281m)、スパンティーク (7,

027m)、サンデン・カンサ(6,590m)

各峰の隊員募集に着手した。

ホ）時期到来の折りに実施する「HAJ&

四川省登山協会合同登山」

時期と目標の山について四川省登山協

会と協議を行った。

/､)HAJとして未着手の天山山脈登山隊

派遣準備。

4）登山許可申請と取得

ヒマラヤ高所登山分野での現状を分析し

つつ、 ヒマラヤ登山の大衆化の分野の声に

応えると共に、未知と困難への挑戦の育成
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前条の目的を達成するために必要と認める事業）

1 ．国際交流事業

1)外国代表の招請

実施しなかった。

2）代表の派遣

7月20日～26日、山森理事長をニンチン・

カンサ登山隊アレンジと各登山協会協議の

ため、北京、成都、 ラサヘ派遣した。

3）各ヒマラヤ諸国の関係者との交流

イ）ネパール、ディベンドラ皇太子歓迎会

（4月）

ロ）チベット大学代表団歓迎会（7月）

ハ）アジア岳人の集い（9月）

二） クルト ・ディームベルガ一氏歓迎会

（2月）

ホ）元インド、 IMF総裁、MS. コー

リー氏歓迎会（3月）

2．国内関係団体との協調

1)HAJの発案で始まった「登山4団体三

役懇談会」を、本年は、日山協幹事で行い、

労山、 JACと情報交換と協議を行った。

（7月）

2）江本嘉伸、小野有五氏らの呼び掛けに応

じて、 日山協、労山、 JAC、HAT-J

と共同で「国際山岳年日本委員会」を期限

付き（国際山岳年のみ）で設立した。 （1

月）

3）アルパイン・ガイド協会創立30周年記念

祝賀会(10月）

4）その他、山岳3団体等と協力・情報交換

を行った。

3．組織の整備

1）パソコンを配備した。

4． その他

1）アテネ書房から発刊された「ヒマラヤへ

の挑戦3」の監修を行った。

2) 1989年マッキンリーで遭難した本会元常

務理事「山田昇」氏の遺稿・追悼集発刊に

ついて協力した｡ (継続中）

平成13年度収支決算書

自平成13年4月1日

至平成14年3月31日

I .一般会計

(収入の部） （単位：円）

予算額
勘定科目

決算額 増・減（△）
大科目 中科目

ｊ
川
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
５
４
４
１
１

くｊ ，０
０
０
０
０
０
５
５
４
４
１
１

く入会金収入 (△355,000）

△355,000

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
５

く

入会金収入

会費収入 ＪＯ
Ｏ
０

０
０
０

２
２
０

８
８
０

３
９
４

７
２
４

５
５

く（ ｊ０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
６
３

(△3,261,800）

△701,800

△2,560"000

通常会員会費

終身会員会費

事業収入 ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

１

２
２
８
８
１

４

２

１

１

く 、
ノ７
０
２
０
５
０
０
０

３
２
０
６
５
０

９
０
０
８
０
０

２
６
９
８
９
０

６
１
２
８
９
３

４
９
２
２
９

９
６
１

く (△4！637,063）

0

△5,283,978

29,000

488,865

199，050

△ 70,000

0

野外活動事業

高所登山事業

指導啓蒙事業

機関誌発行事業

出版事業

国際交流事業

その他事業

ｊ７
７
４
４
６
６
８
８
７
７
７
７

く雑収入 ｊ７
７
４
４
６
６
８
８
７
７
４
４

くｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
３

く

雑 収 入

（ 6,079,501）

△6,079,501

ｊＯ
Ｏ

(△6,079,501）

△6,079,501

（前期繰越

前期繰越

△7.775.216合 計 17.820.499 10.045.283

(単位：円）(支出の部）

勘定科目
増・減（△）予算額 決算額

大科目 中科目

管理費 )７１
０
９
２
２
５
４
５
０
４
０
０
０

６
０
１
６
０
９
４
５
０
２
２
２
２

２
０
５
９
７
０
５
５
９
４
７
１
７

１
０
３
６
２
３
８
４
９
８
７
４
１

６
０
４
２
２
５
３
７
１
２
２
０
２

４
０
２
１
２
６
７
１
２

８
５
１

(企（ ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
５
０
５
２
５
３
０
０

７
０
４
２
８
７
１
２
１

８
５
１

９
０
１
８
８
５
６
５
０
６
０
０
０

３
８
３
９
９
５
５
０
７
８
２
８

７
４
０
２
０
４
５
１
５
２
１
２

８
６
３
７
３
１
４
１
２
４
８

３
５
７
２
５
６
２
２
７

２
１
２
１

給料手当

通信運搬費

電 話 費

消耗品･文具費

営繕備品費

印刷製本費

図 書 費

貸 借 料

光熱水費

会 議 費

広 報 費

雑 賀

］
△
△

△

］
△
△

△

事業費
、
ノ０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
５
０
０
５

４

０
１
８
３
１

４

１

２

１

１

く ｊ５
０
２
６
２
６
９

７
７
９
１
８
０

９
４
５
４
６
８

４
１
５
５
４
７

３
７
２
４
２
６

７
２
１
３
９

２
９
２

１く (△1,665,025）

O

△1,728,528

△ 24,404

△454,588

624,686

△ 82，191

野外活動事業

高所登山事業

指導啓蒙事業

機関誌発行事業

出版事業

国際交流事業

(△5,871,452）(△11.150,953）(△5,279.501〕次期繰越

轡 (△5,871,452）(△11 ,150,953）次期繰 (△5,279,501）

号十

両I △7.775.216合 17,820,499 10.045.283
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Ⅱ．財産目録

（平成14年3月31日現在、単位：円）
平成14度事業計画書

自平成14年4月1日

至平成15年3月31日

I .定款第4条第1項にもとづく事業（ヒマラヤ

に関する総合的な資料と情報の収集・整理・保

存及び、それらの利用希望者に対する便宜供与）

1 ．情報管理事業

1）会員内外に対する情報提供とトレッキン

グ・踏査・登山計画の企画・研究等の指導

2）文献・資料のレファレンスサービス

2． ヒマラヤ登山情報管理機構（センター）設

立事業

21世紀を展望して登山4団体（日山協、労

山、 JAC、HAJ)が平成10年3月に合意

した「海外登山情報センター」の早期設立に

向けて積極的に取り組む。

Ⅱ、定款第4条第2項にもとづく事業（登山をは

じめとする野外活動と関連する諸分野に関する

研究活動と成果の公表）

1．調査研究事業

1）高所登山における事故防止に関する調査

研究

2）高所登山に対する意識調査

3）山岳の自然環境を汚染しないで実施する

登山・踏査活動の研究

2． 出版事業（研究報告）

1）チベット連続登頂登山隊報告書の発行

2）アルタイ登山隊報告書の発行

3）神々の座「8000m峰データ (20世紀版）

の発行

4）日本隊ヒマラヤ登山50年の記録の発行

5）日本ヒマラヤ協会創立35周年記念誌の発

イ丁

3．関連学術事業

興味ある地域への派遣準備

Ⅲ、定款第4条第3項にもとづく事業（ヒマラヤ

への登山をはじめとする野外活動・研究・調査

等の団体の派遣）

1．高所登山事業

1）サマー・キャンプ「ニンチン・カンサ

(7,206m)登山隊」の派遣

金 額要種 別 摘

；９
９
３
３
５
５
８
８
３
３

く1 ．現 金

手許現金

、
》
５
７

２
４
７

６
２
３

３
２
１

０
３
７

３
２

普通預金

第一勧業銀行高田馬場支店NqlO99791

東京三菱銀行新宿支店Nq4455421

3．郵便振替 ｊ５
５
６
６
１
１
５
５
２
２
１
１

く

OO 1 00－6－48954

ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
５
４
４

く4．備
ロ
叩

事務所備品

5 ．登山装備 ｊＯ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

７
５
２

（

中国・デポ

事務所・デポ

資産合計 1,617,326

6．未払金 ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｌ

く

柴田金之助

ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
６

く7．預 り 金

新年度入会者 4名分

９
９
７
７
２
２
８
８
０
０
７
７

く8．前受金

2002年度登山隊分

の
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
０
６
５
０
８

１
２

５
３

１く8．借入金

柴
植
小
稲
山

金之助

秀之

守夫

定重扱い

欣一

田
松
島
田
森

負債合計 '2.768.279

差し引き正味財産 △ 11,150,953

貸借対照表

(平成14年3月31日現在）

(単位：円）

借方 ｜ 金額 貸方 ｜ 金額

現 金

普通預金

郵便振替

備 品

登山装備

未払い金

預かり金

前受金

借入金

次期繰越金

38,539

303,622

125,165

450,000

700,000

100,000

60,000

708,279

11,900,000

A11,150,953

合計 ’ 1,617,3261 合計 ’ 1,617,326
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7月20日～8月25日（山森欣一隊長以下

4名）

2） 「カラコルム連続登頂登山隊」の派遣

6月10日～8月20B(岩崎洋隊長以下4

名）バルトロ・カンリ (7,300m) とチョ

ゴリザ(7,668m)の2峰へ連続登山

3）直轄プロジェクトの推進

イ）平成15年度「シシヤパンマ(8,027m)

新ルート登山」

ロ）平成15年度サマー・キャンプ「ニンチ

ン・カンサ(7,206m)登山」

ハ）平成15年度サマー・キャンプ「スパン

テイーク(7,027m)登山」

二）平成15年度サマー・キャンプ「カンペ

ンチン(7,281m)登山」

ホ）平成15年度サマー・キャンプ「サンデ

ン・カンサ(6,590m)登山」

へ）時期到来の折りに実施する「HAJ&

四川省登山協会合同登山」

ト)HAJとして未着手の天山山脈登山隊

派遣準備

4）登山許可申請と取得

ヒマラヤ高所登山分野での現状を分析し

つつ、 ヒマラヤ登山の大衆化の分野の声に

応えると共に、未知と困難への挑戦の育成

を視野にいれ、魅力ある高峰について各国

へ登山許可申請を行う。

2．野外活動事業

ヒマラヤ各国の魅力ある地域への踏査・

トレッキング隊の派遣準備を行う。特に本

年は本会創立35周年を記念したトレッキン

グ隊をヒマラヤ地域へ派遣する。

、定款第4条第4項にもとづく事業（機関誌、

その他の刊行物、登山・野外活動、研修・各種

会合によるこの分野の健全な発達を図るための

各評議員と協議し条件が整い次第随時開催。

3）定例会

毎月東京で開催。

4）第24回「インド・ヒマラヤ会議」の開催

平成14年度隊報告と情報交換。

5）第11回「中国登山研究会」の開催

平成14年度隊の情報交換。

6）第10回「高所登山事故と環境対策研修

会」の開催。

東京にて開催。雪崩や高所順応、テイク

イン、テイクアウトについて研修。

7）壮行会

東京で開催、計画の発表と情報の伝達。

8)HAJ華甲望年会

12月7日 （土）東京で開催。本年度2隊

の登山隊と記念トレッキング隊の報告を行

い本年中に還暦を迎える会員を祝い、行く

年を惜しみ来る年を語る。

V.定款第4条第5項にもとづく事業（その他、

前条の目的を達成するために必要と認める事業）

1．国際交流事業

1）外国代表の招請

必要に応じて随時招請する。

2）代表の派遣

必要に応じて随時派遣する。

3）各ヒマラヤ諸国の関係者との交流

来日したヒマラヤ登山関係者と随時懇談。

2．国内関係団体との協調

1）本会が発案し定着した日山協、労山、 J

ACと「登山4団体三役懇談会」をJAC

の幹事で行い情報交換と協議を行う。 （7

月）

2）上記4団体で「登山共済」について協議、

実現を模索する。

3）国際山岳年事業への協力

4）その他、山岳関係団体等と協力・情報交

換を行う。

3．組織の整備

1）執行体制の強化

3年後の役員改選期を目途に役員・評議

員の若返りを考盧する。

本部近郊会員の協力を得て、非常勤スタッ

Ⅳ

指導・啓蒙活動）

1 ．機関誌発行事業

ヒマラヤ365～376号を発行。

2．指導・啓蒙事業

1） 日本ヒマラヤ会議の開催

各理事と協議し条件が整い次第|随時開催。

2）地域ヒマラヤ集会の開催
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フを育成する。

2）会員拡大の強化

イ）一般会員の新規加入の一大キャンペー

ンを推進。

ロ）終身会員への移行を推進。

3）パソコンへの活用の推進。

その他

1）本会創立35周年記念行事を9月28日（土）

に実施する。講演＆祝賀会とトレッキング

を予定。 これに伴い関連書籍を出版する。

関連費用については、会員向け資金カンパ

を実施して充てる。

2）元本会常務理事山田昇氏の「遺稿・追悼

集」発刊に協力する。

平成14年度収支予算書

自平成14年4月1日

至平成15年3月31日

1 .一般会計

(収入の部） （単位：円）

勘定科目4
増・減（△）前年度予算額予算額

中科目大科目

(△200,000）

△200,000

ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
３

く ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｕ
ｕ
Ｏ
Ｏ
５
５

く入会金収入

入会金収入

の
０
０
０
０
０

ＪＯ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

５
５
０

８
５
３

ｊＯ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
６
３

く (△500，

△500

会費収入 （

通常会員会費

終身会員会費 0

(△7,850,000）

O

△9,650,000

0

100.000

△300,000

△ 0

2,000,000

ｊＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

０
０
０
０
０
０

０
０
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野外活動事業

高所登山事業

指導啓蒙事業

機関誌発行事業

出版事業

国際交流事業

その他事業

都道府県別会員数

（平成14年5月15日現在）

北海道58(5)[16] 58(5)[16] 和歌山 2(O)[0] '
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Ｏ
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Ｏ
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く ０
０雑 収 入

奈良 2( 1)[O]

滋賀 5(O)[ 1]

京都10(4)[ 1]

大阪20(3)[ 1]

兵庫18( 1)[ 1] 57(9)[4]
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(△6,079,501）

△6,079,501

(△5,071,452）

△5,071,452

(△11,150,953）

△11.150.953

前期繰越

前期繰越

言十
ﾛI △13.621,452合 4.199.047 17,820,499

(単位：円）(支出の部）
岡山

広島

烏取

山口

香川

愛媛

高知

島根
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給料手当

通信運搬費

電 話 費

消耗品文具費

営繕備品費

印刷製本費

図 書 費

貸 借 料

光熱水費

会 議 費

広 報 費

雑 費

△
△

東京135(33)[24] 135(33)[24]
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佐賀

大分

長崎

熊本

宮崎

鹿児島

沖縄

△

事業費 (△7,900,000）
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野外活動事業

高所登山事業

指導啓蒙事業

機関誌発行事業

出版事業

国際交流事業

その他事業

静
愛
岐
三 ｌ３ｘ５く２４

１
１
１
１

１
１
１
０

ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｏ
３
２
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岡 6（

知24（

阜 8（

重 4（
次期繰越 (△10,680,953）

△10.680.953

(△5,279,501）

△5.279.501

(△5,401,452）

△5,401,452
国外会員l1( O)[ 3]11( 0)[3]

次期繰越

＊（ ）内は終身会員数 総計 725(168)[96]

［ ］内は女性会員 （前年度) 760(167)[96]

＊夫婦会員36組（その内175は終身会員)。

合 計 4,199,047 17.820.499 13.621.452
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長 繁夫（51） 栃木新任

粂川 章（50） 〃 〃

後藤文明（37） 群馬 〃

天城敞彦（55） 東京再任

青木 茂（47） 山梨 ′′

西嶋錬太郎（59） 石川 〃

中村正勝（57） 長野 〃

大西 保(60) 大阪 〃

樋上嘉秀（57） 大阪新任

今村裕隆（43） 山口再任

国沢鎮雄（73） 高知 〃

下田泰義(51) 長崎 ′′

大住惠子（44） 在パキスタン新任

(評議員の平均年齢＝52.1）

平成14年度役員等名簿

(任期3年）

[顧問］

柴田金之助

古原和美

遠藤 登

稲田定重

[会長］

酒井國光

[理事長］

山森欣一

[専務理事］

野沢井 歩

[常務理事］

八木原圀明

尾形好雄

名塚秀二

岩崎 洋

中川 裕

田辺 治

古関正雄

林 雅樹

睦好正治

[理 事］

大内倫文

戸谷 薫

名越 寛

(80)

(79）

(71）

(61）

岐阜

長野

東京

福島

再委嘱

ノノ

ノノ

ノノ

(63） 茨城再委嘱

東京再任(58）

(37） 神奈川新任

(55）

(53）

(47）

(42）

(41）

(41）

(41）

(38）

(35）

群馬再任

東京 〃

群馬新任

愛媛再任

東京 〃

愛知新任

神奈川 〃

京都 〃

東京 〃

定款の一部改正について

ヒマラヤ諸国の登山関係の手続きの緩和が進み、

ネパール政府も「推せん状」不要との状況になっ

てきた。このことにより、日本からヒマラヤ諸国

に入山する岳人の実態を把握することが困難にな

ることが予想される。

正確な情報を基礎にした「ヒマラヤ情報」を内

外に提供するためには、日本からヒマラヤ諸国の

山々へ人山した岳人の情報を収集する必要があり、

現状では「国内各地」の報道機関に掲載された情

報を細かく収集する必要がある。

このため本会の地域情報収集を担っている「評

議員」の定数を現行の「10名以上20名以内」から

増加し「15名以上30名以内」に改正したものであ

る。

［改正条項］ 第10条第3項

評議員 15名以上30名以内

北海道再任

ノノ ／／

広島 〃

ｊ
ｊ
ｊ

４
４
３

５
５
５

く
く
く

(理事14名の平均年齢=46.4歳）

[監 事］

保坂昭憲（54） 福島再任

中岡 久（52） 埼玉 〃

[評議員］

佐藤英樹（54） 北海道新任

辻野治子（45） 北海道再任

松舘正義（58） 青森 〃

丸山芳雄（63） 秋田 〃

菅原和明（46） 山形 〃

鈴木正典(40) 〃 新任

志小田美弘（43） 宮城 〃

小島守夫（62） 栃木再任

野沢井歩氏が専務理事に就任

総会終了後開催された「臨時理事会」で理事の

互選によって野沢井歩氏が新しく専務理事に選出

された。 これが3年後の役員改選時に、同氏が事

務局専従としてHAJ運営の中心となることを期

待しての決定である。
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山森）

ニンチン・カンサ隊合宿（富士山）

ヒマラヤ367号発送

HAJ理事会（於HAJ事務所）

HAJ通常会員総会（於、かんぽヘ

ルスプラザ東京）

HAJ臨時理事会（於同上）

役員等に就任、退任通知発送

関係団体へ新後員就任通知発送

東京集会（17名）

■寸感■
3日～5日

9日（木）

18日（土）

HAJで永い間活躍された小林英見さんが、 5

月22日永眠された。92歳であった。小林さんは昭

和51年～61年までHAJの理事として会の維持発

展にご尽力が戴いた。70年ゴザインクンド、 79年

バイラブクンド、82年シャンドール峠越え、84スー

クーニャンなどのトレッキングに参加され、特に

後者の2回は高齢にもかかわらず快よくリーダー

を引き受けて戴いた。昨年久し振りにお電話を戴

き「ヒマラヤ」を手数したいと相談されたのが最

後となった。

昨年12月21日には、HAJ監事としてご尽力戴

いた画家藤前江幾太郎さんも逝去され、又、HA

Jの古い頃の会員であった沼田眞さんも昨年12月

30日に逝去された。本会も本年創立35周年を迎え

るが土台を築いて戴いた皆様のご冥福を心からお

祈り致します。 （山森）

ｊ
ｊ
ｊ

月
火
月

く
く
く

20B

21日

27日

ヒマラヤNo.368 (7月号）

平成14年6月10日印刷 14年7月1日発行

発行人山森欣一

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170-0013 東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」
庫厩鳫旧馬(5月）

3日（金） 山田昇遺構追悼集発行協議（於沼田、

東京新聞の山岳書書の泉 |東京新聞出版局干州嚇涯粥‘”
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山
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花
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薪
・
幽
靴
の
音

》
献

朴

荊

帥

細

Ⅲ

人
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
日
の
日
付
と
標
高
が
円

記
念
日
の
山
に
登
ろ
う
一
致
す
る
山
は
ど
こ
に
。
０

石
井
光
造
著
卯１

の
主
人
の

’※
東
京
新
聞
の
販
売
店
で
も
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。
※
本
体
価
格
に
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 円

澪
蕊
鋳
睦
稲
藷
謡
能
講
河
村
正
之
著
叩１ ５

「
登
山
に
年
齢
は
な
い
」
と
主
張
す
る
著
者
が
、

よ
り
安
全
に
よ
り
快
適
に
登
山
を
楽
し
め

る
よ
う
、
中
高
年
登
山
の
虎
の
巻
。

「
ど
う
し
た
ら
合
理
的
で
安
全
な
登
山
が
で

き
る
の
か
」
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
高
所
登
山

実
績
を
踏
ま
え
て
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。

世
界
的
な
女
性
登
山
家
が
、
初
心
者
と
ア
ル
プ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
喜
山
墓
し
み
皇
に
下
り
て
く
る
一
」
蟇
伝
授
葛
。
田
部
井
淳
子
著

還
暦
を
む
か
え
た
著
者
が
山
へ
の
思
い
と
、
円

芳
野
満
彦
著
醜

山
の
仲
間
と
の
交
遊
を
綴
る
。

１

帥
歳
か
ら
旧
年
間
で
三
百
座
を
踏
破
し
た
円６

ス
ー
パ
ー
お
爺
さ
ん
の
山
行
記
。
田
中
一
一
一
郎
著
妬１

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
郎
軒
の
山
小
屋
を
め
円６

ぐ
る
山
と
人
の
物
語
。

柳
原
修
一
著
媚１

「
岳
人
」
に
３
年
余
り
連
載
し
た
「
山
人
探
訪
．

男
達
の
賦
」
に
加
筆
、
登
山
を
よ
り
楽
し
む

た
め
の
一
冊
。

山
岳
写
真
歴
加
年
、
北
海
道
利
尻
か
ら
尾

久
島
ま
で
、
山
の
百
名
水
を
取
材
。
山
下
喜
一
郎
著

山
の
気
象
遭
難
を
回
避
す
る
た
め
の
天
気

判
断
と
、
事
故
対
策
に
役
立
つ
救
急
法
を

平
易
に
紹
介
。

【
飛
騨
高
山
の
花
博
士
］
と
し
て
知
ら
れ
る
円

小
野
木
一
一
一
郎
著
姉

著
者
の
、
山
の
花
見
術
入
門
書
。

１

著
名
な
山
小
屋
の
主
人
た
ち
が
宿
泊
の
登

山
者
に
炉
端
で
語
る
一
人

話
の
取
っ
て
置

き
の
お
話
。

桜飯
井田

博睦
幸治
郎

著

1359円円０

山
本
正
嘉
著
Ⅲ２ 円Ｏ

福
島
正
明
著
印１ 円６

柳
原
修
一
著
墹１ 円Ｏ

工
藤
隆
雄
著
即１1500円； I 1553円
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ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒｰﾀｰのﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯川商圧バッグ／総重鼠6.7kg)

●パルスオキシメーター

( lill'|｣酸素飽和度測定装渭／』砿量3809/113乾'iE池4本仙用／携,IM;IIM)

総代理店： 日本メディコ株式会社・
レンタル・販売問い合わせ先 ：株式会社ティ・エッチ・アイ

〒135東京都江東区木場2-5-7 KHビル7階
TEL ： 03-5245-0511 FAX： 03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）

■本 社／〒101-0051東京都千代田区神田神保町2－3－1
岩波書店アネツクス5F

aO3(3237)1391(代) FAXO3(3237)1396

■大阪営業所／〒530-0026大阪市北区神山町6－4 北川ビル5F
壷06(6367)1391(代) FAXO6(6367)1966

お問い合わせお申し込みにﾌﾘｰダｲﾔﾙ函0120－811395(通話料無料）をご利用下さい。

トレッキング・海外登山・シルクロード・秘境旅行のパイオニア

●彗謹紡遊派綜
国土交通大臣登録旅行業第607号・日本旅行業協会正会員

西遊旅行ホームページ(http://www.saiyu.co.jp)
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●發山本店／〒169 0073束京都新宿区百人町2‐2‐3公03-3208-6601

●新宿西口店／〒160-0023束京都新宿灰西新宿l ‐16-7窓03-3346-0301

●神川豊山店／〒101-0051東京都千{畑区神田神保町1 ．6 1 (タキイピル2F)a03-3295 冊22

●ﾈ|||田本館／〒l()1 0051束京都千代田区神田小川町3‐10竃03-3295-3215

●八王子店／〒192-0081束京都八王子市横山町3‐12盃0426-46-5211

●大宮店／〒330-O802埼玉県さいたま市宮町l ‐37画048 641 -5707

●高崎店／〒370-0831群馬県高崎市新町5 3盃()27-327-2397

●川越店／〒350-0045埼玉県川越市南通町14 4盃()492 26-6751

●｢I｣府店／〒400-0814 1 11梨県甲府市上阿原町481‐ l窓055-221-0141

●宇都宮今泉店／〒321 0962栃木県宇都宮市今泉町1560竃028-639-9650

●太田高林店／〒373 0825群馬県太田市高林東町1386盆0276-38-0620

●松本店／〒390-0874長野県松本市大手3 4 24盃0263-36 3039

●長野店／〒380-0825長野県長野市末広町1356盃026-229 7739

●新潟店／〒950-0087新潟県新潟市東大通2‐5‐ l 冠025-243-6330

●新潟とやの店／〒950 0982新潟県新潟市堀之内南1 ‐16 52詮025 241-5134

●仙台店／〒983-0852宮城県仙台市宮城野区榴岡4‐ l 8冠022-297-2442

●秋田広小路店／〒010-000］秋田県秋田市中通1 4‐5窓018-884-1771

●揺岡大通店／〒020-0022岩手県盛岡市大通l ‐10 16か〔)'9-626-2122

●札幌店／〒O60 0062北海道札幌市中央区南二条西4‐8缶Oll 222-3535

●北十二条店／〒OOl-OO12北海道札幌市北区北十二条西3 5芯Ol l-747-3062

●伏古店／〒OO7-0861北海道札幌市東区伏古一条4‐ 1 －45冠011 787-0233

●平岡店／〒004 0874北海道札幌市消旧区平岡四条1 -43-9茜Oll 883-4477

●外商部(メールオーダー係)／〒169-0073束京都新宿区百人町2 2－3念03.3200 7219

鍔
駕務所／〒169－0073束京都新宿区百人町l ‐4 15通03-3200-1004




